
              

                         

   

 

 

       

    

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

        

都心で電車に乗っていると「ただ今、○○駅構内で人身事故が発生したため△△線

は不通になっています」という車内放送をよく耳にします。ああ、また自殺者が出た

のか、と心に痛みが走ります。年間の自殺者数が 3 万人を超え続けています。つく

ばみらい市の人口なら 1年半で消滅してしまう数字です。 

自分から死を選ぶほど生きて行くのがつらかったのでしょうか。生きることに疲れ

果ててしまったのでしょうか。八方ふさがり状態で死ぬほかに道はないと思い込んで

しまったのでしょうか。別な道を見つける気力は少しも残っていなかったのでしょう

か。自分のことをわかってくれて、力になってくれる人がいるとは思えなかったので

しょうか。悔やまれるばかりです。 

イエス・キリストは今も聖書のことばを通して「疲れた人、重荷を負っている人」

を招き続けています。「わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませて

あげます」と。イエス・キリストは２千年前の「歴史上の人物」で終わりではありま

せん。今も生きておられ、あなたを招いておられます。あなたがもし今、重荷を負っ

て疲れているなら、心を開いて彼の招きに応えてください。心の中でイエス・キリス

トの語りかけに応答してください。きっと、今まで知らなかった「休み」を見出すこ

とでしょう。あなたが今までイエス・キリストと無関係に生活して来たとしても大丈

夫です。イエス・キリストはあなたのことをずっと以前から知っておられ、心にかけ

ておられたからです。 

 

「すべて、疲れた人、重荷を負っ

ている人はわたしのところに来な

さい。わたしがあなたがたを休ま

せてあげます。」 （イエス・キリスト） 

恐れることはない。」 

（イエス・キリストのことば）  
聖 書 

マタイの福音書 11 章 28 節 

みらい平キリスト教会はあなたのおいでを 

心からお待ちしています。 

  

  

 

今月のことば  

 ２０１２年 ９月 

重荷をおろして休みませんか？ 

 


